
医療安全研修と活動 

 

令和 6 年度医療安全研修 

医療安全研修 

 

その他医療安全に関する研修 

 

医療安全活動 

１）院内巡視 

  令和 6 年度の院内巡視は、救急カートの点検ラウンドを継続して行った。また、安全な与薬を目的に、配薬カー

ト点検ラウンドも行った。ラウンドの結果は部署ごとにとりまとめ、配布・伝達した。 

実際の使用状況や診療材料の変更をふまえて、マニュアルの改訂や、SMT と課題を共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 内容 対象/受講率 開催形式

令和6年4月 医療安全～安心安全な医療の提供～ 新入職員:71名 集合研修

5月 中途採用者オリエンテーション 看護師1名、クラーク1名 対面研修

9月 中途採用者オリエンテーション 看護補助1名 対面研修

9～10月 医療機関におけるハラスメント 全職員：722名/100％ 院内システムによる研修

10月 中途採用者オリエンテーション 看護師2名 対面研修

11月 中途採用者オリエンテーション 介護福祉士：1名 対面研修

令和7年1月 中途採用者オリエンテーション 看護師：1名 対面研修

3月 医療機関における悪質クレーム 全職員：729名/99.2％ 院内システムによる研修

3月
医療安全特別講演：

最新の医療の動向～人間中心性とは～
全職員希望者/55名 対面研修

令和6年5月
安全な胸腔穿刺・ドレナージ

胸腔ドレーン挿入中の看護
全職員：希望者

院内システムによる研修

＊RSTと協働開催

5月
令和5年度インシデント報告と当院における傾向

（医師向け）
診療局：約30名 対面：医局会

8月 ラダーⅠ：インシデントレポート 1年目看護師：40名 対面

12月 医療安全について考えよう！！ 看護師長・主任：希望者 対面



２）医療安全ニュース 

  医療安全に関するニュース「ANZEN」を、毎月 1回院内システムのお知らせで配信している。 

また、職員の皆さんにお知らせしたい事例などが発生した時は、臨時号を随時作成して事例の紹介や 

改善策の周知に努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）医療安全情報 

  日本医療機能評価機構より毎月 1 回、医療安全情報が届く。当院での類似事例や対策も一緒に記載し、院内

システムのお知らせで配信している。 

 

４）SMT（Safety Management Team）活動 

「誤薬予防チーム」「転倒･転落予防チーム」 

「身体的抑制最小化チーム」の３チームで 

活動した。 

 

[ 誤薬予防チーム ] 

安全で確実な内服管理を継続して行うことを目的に、 

看護師管理薬のインシデントを減らすことを目標に 

活動した。要因を分析し、関係する職員に注意喚起の 

ポスターを配信した。 

また、昨年度改定した『内服チャート』について 

評価し、見直しを始めた。 

 

 



[ 転倒･転落予防チーム ] 

転倒・転落の予防は、患者さんのご協力がとても重要になる。そこに着目し、患者さんと一緒に 

取り組むことができるように、ポスターを作成した。患者さんへの説明方法を考え、次年度実施に 

向けて準備を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[身体抑制解除促進チーム ] 

身体抑制解除促進チームは、当院における身体抑制に関する対策を討議・検討して、身体抑制最小化の推進を図

るため、令和５年度新たに発足した。当院における身体抑制の現状を調査し、課題をもとにポスターなどで啓蒙

活動を行った。 

 

 

 

   

   


